
10月から11月末日までの実績 今後の予定

１．活動内容

　　・久賀島潜伏キリシタン資料館設立

２．経緯

　　・数年前より久賀島潜伏キリシタン資料館建設の

　　　計画が発案された。

　　・平成30年5月に資料館の建設に伴う趣意書を発行

　　・平成30年6月世界文化遺産として

　　　『長崎、天草地方の潜伏キリシタン関連遺産』が認定

　　・クラウドファンディングによる資金集めを開始

　　・対象建物を決定し改修に着手した。

　　・平成30年12月にオープンした。

３．資料館の内容

　　・島内の方や信徒らと協力して、関連資料を２００点以上

　　　収集して、展示している。

４．これから
　　・無事資料館をオープンしました。
　　　オープンは始まりです。これからいかに運営して行くかが課題です。
　　　その為には資料の充実と、周辺の整備が急がれています。
　　　周りは緑に囲まれていて、近くには湧水、小川が流れています。
　　　これらを活かした、親水公園のようなもの、遊休地を利用した果樹、
　　　野菜栽培など、また別名ミュージアムとしてミニコンサートなど
　　　考えています。
　　　他にない資料館を目指します。

【皆様にお願い】
　　　・資料館建設に当初計画の3倍ほどの費用がかかりました。
　　　　（建物内部がシロアリに侵されていて、調査した結果、解体を
　　　　　余儀なくされた次第です。）
　　　　・皆様のご支援を宜しくお願い申し上げます。

　＊＊　報告書は、草場広報委員（dhsqw921@yahoo.co.jp）、および、各コース世話役（ＣＣにて）あて送付願います。
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西日本新聞記事（12月13

長崎新聞記事（12月14日）

資料館内部の展示風


